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審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 可
決
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決

× × × × × × ○ × ○ × × × × × ― × × × × ○ × × × ○
不
採
択

3
月
定
例
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

総
合
計
画
の
期
間
延
長
、
斎
場
火
葬
炉
改
修
工
事
な
ど

承
認
・
可
決
し
た
主
な
議
案

　

市
の
保
安
林
の
枯
枝
が
隣

接
地
の
車
両
に
落
下
し
、
損

傷
さ
せ
た
物
損
事
故
に
つ
い

て
、
専
決
処
分
に
よ
り
損
害

賠
償
額
を
決
定
し
た
報
告
で

す
。

付
帯
意
見　

市
有
地
の
定
期

的
な
点
検
な
ど
適
切
な
管
理

を
心
が
け
、
事
故
防
止
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

竹
野
の
北
前
館
の
前
期
決

算
及
び
来
期
事
業
計
画
の
報

告
で
す
。

付
帯
意
見　

決
算
で
は
、
売

上
額
が
前
期
比
で
増
加
し
努

力
が
見
ら
れ
る
が
、
監
査
報

告
で
営
業
体
制
の
見
直
し
の

指
摘
が
あ
る
の
で
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
望
む
。
決
算
関

係
書
類
に
つ
い
て
は
、
他
の

第
三
セ
ク
タ
ー
と
同
様
速
や

か
に
議
会
へ
報
告
さ
れ
た
い
。

　

平
成
29
年
3
月
末
で
計
画

期
間
が
終
了
す
る
総
合
計
画

に
つ
い
て
、
市
長
任
期
の
初

年
度
に
次
期
計
画
を
策
定
で

き
る
よ
う
、
現
計
画
期
間
を

1
年
延
長
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

付
帯
意
見　

現
計
画
期
間
が

1
年
延
長
さ
れ
る
の
で
、
現

計
画
の
検
証
等
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
市
民
や
議
会
へ
説

明
す
る
と
と
も
に
、
次
期
計

画
の
策
定
に
反
映
し
て
ほ
し

い
。

　

過
疎
法
の
期
限
が
32
年
度

末
ま
で
延
長
さ
れ
た
の
で
、

竹
野
、
城
崎
、
但
東
地
域
を

対
象
と
す
る
現
計
画
に
代
わ

る
新
た
な
計
画
を
策
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
概
算
事

業
費
は
約
15
億
5
、
2
0
0

万
円
で
す
。

　

円
山
川
中
郷
遊
水
池
整
備

に
伴
い
、
円
山
川
運
動
公
園

を
圡
渕
地
区
か
ら
下
鶴
井
地

区
へ
移
転
整
備
す
る
た
め
、

約
9　
3
、
0
0
0
平
方
㍍
の

土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
整
備
工
事
は
、

28
年
度
か
ら
2
年
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

高
屋
の
斎
場
の
設
備
の
老

朽
化
に
伴
い
、
28
年
度
か
ら

2
年
を
か
け
て
火
葬
炉
の
全

面
改
修
や
必
要
な
機
械
設
備

等
の
入
替
え
工
事
を
実
施
す

る
も
の
で
、
契
約
金
額
は

3
億
1
、
8
6
0
万
円
で
す
。

　

消
費
者
安
全
法
の
改
正
に

伴
い
、生
活
環
境
課
内
の「
豊

岡
市
暮
ら
し
の
相
談
室
」
を

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
へ

変
更
す
る
と
と
も
に
、
相
談

体
制
を
明
確
に
す
る
も
の
で

す
。

　

小
売
店
の
廃
業
や
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
、
地
域
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
商
業

の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
商
業
者
や
商

店
会
な
ど
が
、
商
業
の
振
興

や
ま
ち
づ
く
り
へ
積
極
的
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

賠
償
額
の
決
定

株
式
会
社
北
前
館
の
決
算

及
び
事
業
計
画

総
合
計
画
の
期
間
を
1
年

延
長

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
策
定

円
山
川
運
動
公
園
移
転
整

備
事
業
用
地
の
取
得

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組

織
、
運
営
等
の
条
例
制
定

商
業
者
等
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
の
制
定

豊
岡
斎
場
火
葬
炉
設
備
等

改
修
工
事

円山川運動公園移転予定地

豊岡斎場の火葬炉などを改修します
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意見が分かれた
議案等の賛否一覧表
　本会議での賛否を公開します。

　掲載のない議案は全会一致で可決さ
れました。

「○」は賛成、「×」は反対を表しています。
議長は採決に加わりませんので「－」で表示
しています。

議
案
番
号

議  員  名

議  案  名  等

23 豊岡市廃棄物処理手数料条例の一部を改正する条例制定について

41 平成27年度豊岡市一般会計補正予算（第７号）

51 平成28年度豊岡市一般会計予算

意見書
1 ＴＰＰ協定の批准を急がず国民的議論を求める意見書の提出について

議報１ H27陳情2
「子ども医療費助成拡充を求める」に関する陳情

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

　

27
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案（
第
7
号
）及
び
28
年
度

豊
岡
市
一
般
会
計
予
算
案
に

つ
い
て
は
、原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
す
る
委
員

長
報
告
に
対
し
、
次
の
よ
う

な
反
対
討
論
・
賛
成
討
論
が

あ
り
ま
し
た
が
、採
決
の
結

果
い
ず
れ
も
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）

反
対
討
論
（
要
旨
）

●
但
馬
空
港
利
用
促
進
策
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

補
助
金
の
あ
り
方
は
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

●
北
但
行
政
事
務
組
合
負
担

金
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
き

て
お
り
、
補
正
減
で
あ
っ
て

も
同
意
で
き
ず
反
対
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

●
北
但
行
政
事
務
組
合
負
担

金
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推

進
交
付
金
が
27
年
度
に
前
倒

し
し
て
交
付
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
減
額
補
正
で
あ
り
、
債

務
負
担
行
為
と
地
方
債
の
限

度
額
の
変
更
な
ど
適
切
で
あ

り
賛
成
す
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

28
年
度
豊
岡
市
一
般
会
計
予

算反
対
討
論
（
要
旨
）

●
運
賃
の
50
％
を
超
え
る
但

馬
空
港
利
用
促
進
補
助
金
を

い
つ
ま
で
続
け
る
か
、20
年
過

ぎ
て
も
一
度
も
利
用
し
な
い

市
民
も
多
く
あ
り
、
制
度
の

見
直
し
を
求
め
反
対
す
る
。

●
北
但
行
政
事
務
組
合
の
管

理
運
営
契
約
が
丸
投
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
議
会
と
し
て
監

視
・
監
督
す
べ
き
で
あ
り
、

不
同
意
と
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

●
先
日
、
北
但
行
政
事
務
組

合
の
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

の
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
、
4

月
か
ら
の
ご
み
の
受
け
入
れ

に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い

る
。
市
民
が
清
潔
で
快
適
な

生
活
を
営
む
た
め
に
、
必
要

不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、
適

切
妥
当
で
あ
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）

廃
棄
物
処
理
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

　

豊
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
閉

鎖
に
よ
り
関
係
規
定
を
削
除

す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
使

用
料
の
改
定
に
伴
い
、
公
共

下
水
道
接
続
世
帯
と
の
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
し

尿
収
集
運
搬
処
理
及
び
浄
化

槽
汚
泥
処
理
に
係
る
手
数
料

の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
す
る
委
員
長
報
告
に

対
し
、
次
の
よ
う
な
反
対
意

見
・
賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
採
決
の
結
果
可
決
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

●
昨
年
、
下
水
道
料
金
の
引

き
上
げ
が
決
ま
っ
た
。
下
水

道
未
接
続
者
の
多
く
は
高
齢

世
帯
や
後
継
者
の
い
な
い
世

帯
で
、
接
続
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
だ
。
し
尿
等
の
処

理
手
数
料
の
引
き
上
げ
は
、

家
庭
の
暮
ら
し
を
さ
ら
に
困

難
に
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

合
併
処
理
や
単
独
の
浄
化
槽

の
処
理
手
数
料
と
は
切
り
離

す
こ
と
を
求
め
、
反
対
す
る
。

（
会
派
：
共
産
党
あ
お
ぞ
ら
議
員
）

賛
成
討
論
（
要
旨
）

●
改
定
案
は
、
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
趣
旨
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
額
に
つ
い

て
も
下
水
道
使
用
料
の
平
均

改
定
率
を
根
拠
に
算
定
さ
れ

て
お
り
、
妥
当
な
金
額
で
あ

る
。
下
水
道
未
接
続
世
帯
の

加
入
促
進
は
、
公
平
性
を
保

つ
た
め
の
基
本
で
あ
り
、
市

民
へ
接
続
依
頼
の
推
進
や
公

的
支
援
策
の
強
化
な
ど
を
強

く
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

（
会
派
：
と
よ
お
か
市
民
ク
ラ
ブ
議
員
）豊岡市浄化センター


